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   ̝ᴣǵ Ʋ ₴ ǘȅǞǭǑȈǮǯǍǛǝǋȅǠƳ 
 
  ǒȐֲ ̝ ҲǲǛ ǯǛӲҘșǋǦǧǔԌǖⱣ ș ǞʣǙȅǠƳǑǒǙǜȅǮ  

₴ȉ ὕǲ Ҳǵ ᾽șᶫȒǚǯǓǮǔȅǞǦƳ 

 特にも平成３０年は明治改元から１５０年の年であり、この年に起きた戊辰戦争において当 

町が県内唯一の地上戦が展開された土地であったことから当会が主催して「戊辰戦争１５０年 

・雫石口橋場の戦を語り継ごう」と銘打った記念行事を開催しました。当時の雫石郷の人々の 

苦難の歴史を振り返り、その後の発展に感謝するためでした。会員をはじめ町内寺院や神社等 

の協力により、雫石町民や岩手・秋田両県民の皆さんとともに１５０年前に思いをいたし、改 

めてこの戦争の持つ意味を考えることができたことは意義あることだったと思います。 
 

 今年５月には、皇位継承が行われ、３０年間続いた「平成の時代」が終わりを迎えます。 

 「平成」の時代はその名とは逆の＜激変の時代＞だったと感じております。改元の年、国際 

的には「天安門事件」や「ベルリンの壁崩壊」があり、その後国内では、二度の政権交代、バ 

ブル景気の後のまさかの「銀行淘汰」が起きました。町内では世界アルペンの開催にわきまし 

たが、一方でオウム真理教による地下鉄サリン事件、阪神淡路大震災が発生し甚大な被害が発 

生、国民に不安が広がりました。決定的だったのは平成 23年の東日本大震災。岩手県にも未曽 

有の災害が降りかかりました。世界中の人々が驚き、支援の手を差し伸べてくれました。しかし 

災害はその後も続いています。東日本大震災の復興もまだ道半ばです。毎年年末に選ばれるそ 

の年の「漢字ひと文字」で、2004（平成 16）年に続いて 2018年も「災」が選ばれたことがこ 

の時代を象徴していると言えます。 

  こうした国際的な政治経済の激動や災害の襲来の中にありながらも日本の人々と社会は常に 

落ち着きをもち、秩序を保ってさまざまな困難を乗り越えてきました。各地で演じられる民俗 

芸能の鎮魂の舞い、メディアを通じて紹介される大勢の災害ボランティアの献身的な活動に世 

界中から驚きと称賛の声が上がりました。古くから我が国の地域共同体の中で自然に培われて 

きた＜弱者へのいたわりと共助の精神＞が至る所で発揮されたのでした。こうした日本の良き 

伝統を再確認できたことも「平成の時代」から得られた大きな教訓だったと思います。 
 

  新年の年頭にあたり、滴石史談会として平成３０年間を含めた郷土の歴史と先人の思いをし 

 っかりと受け止め、新しい時代に伝えていかなければならないと気持ちを新たにしております。 
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◆ Ш   

  ֓ȑⱥ ₴Ģ ǦǱ̟ ǿǵʝ  
          Ƽ ֓ȑƽǓ ǵ ◐ ͦ ӓ ǲ ὑǜȓȒƳ 

 

  Ƽ ֓ȑƽǓ ₴ ₳ 30₴ 2 Ʋ ӓ ͪ ᾃ ̝ǵ ș ǭ ǵ ◐ 

 ͦ ӓ ǲ ὑǜȓǦƳǱǑƲֿ ֓ȑǶƲǚȓȅǮǶƼ ֓ȑƽǯ ǞǭǋǦǓƲ 

 ˹ᶥǵ ὑșẤ ǲƼ ֓ȑƽǯ ǜȓǦƳ ̈ǒȐǵ ֲǓǉȒǚǯșǼȅǏ 

ǭƲƼ ƽǵʝ ἬșǯǪǦȉǵǮǉȒƳ 

 ǵ ֓ȑǶ ̈ǲỒȅȑƲΩ↓ǒǵʴ ș ǭ ᴇ 55₴ǲ ǵ ₴ᶧ̱ǲȏǪǭ 

П ǜȓǭ̊ ₴ ȖȓƲǚǯǞ 1 20 ǲⱥ 40ᶥ ǵ ș ǏȒƳ 

                  Ƥ 

  「裸参り」は寒中の“願掛け行事”として県内各地で行われているが、盛岡市内を中心に 

雫石町をはじめ周辺のいくつかの市町でも行われている。その形式は古典的でシンプルな 

「水垢離（みずごり）」型から、よく知られる「行進」型、「蘇民祭」型、さらには「水かけ」 

型などさまざまある。 

 盛岡周辺では行進型の裸参りが盛んで、藩政時代から行われてきたことが資料からうかが 

える。由来は盛岡市内の場合二通りあるとされる。ʝǫǶƲӳ ǲȏȒ ȑǵ ˗ǵ 

ǹǯǫǯǞǭ⁸Кǵ ᾭ ᷀ǵ ǜ ǵӔζ ǲ֓ ǠȒȉǵǧƳ松尾神社は本 

社が京都・嵐山にあり＜亀の井＞という湧水が有名な「松尾大社」だ。祭神は大山咋神（お 

おやまくいのかみ）という女神。南部杜氏の里を自認する旧石鳥谷町にも同じように松 

尾神社があり、かつては裸参りが行われていた。 

  ȉǍʝǫǶƲӔῇǵ ᾌǱǰǲ֓ ǠȒƼ ╧ Ẽ ƽǿǵ ǘͬ̍ǵ ֓ȑǮǉȒƳ 
 

  雫石町に伝承される「裸参り」は、口承によれば藩政時代に町内にあった高嶋屋という造り 

 酒屋の蔵回りの若い衆が新酒の出来と自身の健康を祈願して始めたとされることから、もとも 

とは盛岡でいう前者の型であったものが、その後、「阿弥陀如来信仰」の要素が加わって、現 

在のような形式になったものと考えられる。 
 

ǵ ֓ȑǶ̀ǲǱǋ ǵ◐╛ 
 

  今回の無形民俗文化財指定にあたって、「雫石の裸参り」には他地域の裸参り行事にはみられ 

 ないいくつかの特色があることから＜雫石独特の民俗行事＞であると評価された。 

その第一点は、盛岡周辺の裸参りのほとんどが行進の出発地は宗教施設ではなく一般地であ 

り、参詣先が神社か寺院のいずれかである中で、雫石の場合は出発地が「三社座神社（通称・ 

お神明（しんめい）さん）」で参詣先が「永昌寺（通称・下寺（しもてら）さん）」という、い 

わゆる“神仏合せ拝む”形式であることだ。 

 

出発地の「三社座神社」は藩政時代の雫石の酒造業・高嶋屋が篤く信仰していたことが資料 

で知られている。一方参詣先は「曹洞宗・永昌寺」である。永昌寺の御本尊は「釈迦牟尼仏 

（しゃかむにぶつ）」であるが、なぜかご本尊と並んで「阿弥陀如来像」が安置されている。盛 

岡・教浄寺の裸参り祈願と同じだ。また一説には、同寺境内の「生森子安地蔵尊」も参詣の対 

象であったのではないかとも言われている。 
  

 

明治から大正年間の裸参りの様子を伝える記述が「七ツ森払下げ九十年史」（雫石町 

役場・平成 12 年 12 月発行）に次のように掲載されている。 

֓ ►ѧ ʤʿͪ ʴὤ(Ҟ‼ ї  

Ẏʿͪ ᴇ′ʰ ᾶ   

この文に書かれた年代ははっきりしないが、現在の行進経路とは別の裸参りが存在 

 していたことがうかがわれる。「永昌寺」は出てこない。 
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クキタナイ（生森山のふもとを流れる川・現在の細吉スタンド付近）まで歩いた 

のは生森頂上に明治 3 年まであった「生森子安地蔵尊」を麓から遥拝するためだ 

ったのではないだろうか。「同子安地蔵尊」は明治 3 年の神仏分離令により別当 

であった修験者円蔵院が還俗したことにより管理をする人がいなくなったため、 

永昌寺が自らの寺の境内に勧請（かんじょう）したとされている。 
 

かつて下町の旧雫石農協の場所にあった大久保酒屋、同じく中町のかつての大 

和お茶屋さんの場所（現在のさわやかトイレ付近）にあった和川酒屋の両酒屋が 

繁盛したのは明治初期から大正にかけてである。これらの酒屋も昭和 7 年に昭和 

恐慌のあおりで大久保酒屋が倒産したのを最後に雫石には一軒もなくなった。 
 

 
 

   ǵ ֓ȑǵ ǮǉȒƼ ˽ֻȖǢ ȇƽ ╛ǓǋǫỒȅǪǦǒǶὑǒǮǶǱǋǓƲ 

► ǵ˲ƵǶǱǒǱǒǍȅǋǚǯș ǏǦȉǵǧǯ ⱲǜǢȐȓȒƳ 
 

   参考までに、前述の盛岡の酒造りの神様・松尾神社の境内に雫石の造り酒屋・高嶋屋の 

力を示す寄進石が残っているので紹介する。 

   

  Ϸ 2 1737 ₴ 5 Ʋ ‖ᾶ⁸‼ ⅎⱩ Ƕ ǒȐ ǜȓǦẎ˝′  

̟ǋǵ Қǵһǋș ǠǒǵȏǍǲƲ ῎ǲǉȒ ǵ ș Ȓ ᾭ ǲƲ 

Ǒ֓ȑǵ ǲ ș ǋ֥șǠǠǗ (ȆǤǕ)ǵ 

ḹ ǲ ǖƼ (ǒȚǤǍǢǔ)ƽșὫ Ǟ 

ǭǋȒƳǚǵὫ Ƕͬ̍ǯḸ ǵ ⱪǮǉȒǯ 

ǯȉǲƲ ῎ǵ ᵀǦǨǯ█ȑֻǪǦ ‖ᾶǵ 

Ҙș ǠȉǵǮǉȒƳ ╟╡  

 

  ⌐│ƼϷ ʢ₴ ẠὫ   ‖ᾶ⁸‼ ƽ 

≤ ╕╣≡™╢⁹ ⅜ ─ ≤ ─∏╣⅜№╢  

β2014 6 ≢ ∆⁹ 

   

  ֓ȑǲǶƲȅǧ̀ǲ͈ǵǱǋ ǵКὦǓǉȒƳ 
   

   ˘ ǶƲ歩行距離が 1.2ｋｍ、所要時間 2 時間と長く、まさに本格的な“荒行”で 

あり、自己鍛錬の機会となっていること。 
 

   ʢǫ ǶƲ祈願の満願は１０年間連続歩行により達成されることだ。他の裸参りでは３年、 

  または５年満願が多い中、雫石では１０年満願と厳しい。しかしこれまでの３９回の行事で 

  ５２名が１０年満願を達成していることは驚異的である。 
  

   ᶤǫ ǶƲ参加者（祈願者）が特定の集団の構成員ではないことである。盛岡の例では祈 

願者のほとんどが神社の氏子、寺の檀家、あるいは消防団員とその家族などである。（近年 

は市民以外の志願者も出てきたという）。一方、雫石裸参りでは発足当時は町の青年団体講 

成員が多かったが、現在はあくまで一般の志願者となっている。公募もしており、希望すれ 

ば通常だれでも参加できるということで、この種の行事の中では極めてオープンと言える。 

                     ◆ 

  ǵ ὤǯǞǭ׀ș ǞǭǋȒ ̈ǵ ᵀɵ Ƽ ‖ᾶƽǲȏǪǭ ǞǦ 

ǯǜȓȒ ǵ ֓ȑǵ ˗Ƴ ǋ ֲǵʴǮƲǤǵ ̈ ̈ǵ ʱǺǲǚȓș ǏȒ 

˲Ƶǵ ǋͬ̍ⱲǓ ǔ̟ ǯǱǪǦ ͦ ˗ǮǉȑƲ ◐ ӓ ǲΙǠȒȉǵǮǉȒƳ 

  ⱥ ₴ǵ ș ǏƲϼ˲ǦǨǵדǋșǚǵ ǵ˲Ƶǵ⃰ǢǲǫǱǙȒǦȈǲƲǚȓ 

ǒȐ ₴ Ʋ ₴ ș ǞƲǱǑȉҘ▌ǖ ǔ ǘǭȂǞǋǯ ǍƳ 
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 45ֵǵ   

 
 

 

   １    年頭のご挨拶・滴石史談会長 
 

２ ～ ３  表紙写真説明「雫石裸参りのこと」 
 

   ４    「改元と天皇誕生日の休日」について 
 

 ５ ～ 7  Ὣ ī 「森林鉄道鶯宿線～沢内延長線の軌跡を訪ねて」    

       … 丸山 塁 会員 
 

８ ～ 11  Ὣ Ĭ 「雫石御鳥見役 荒屋何右衛門の墓を確認！」   

 … 関  敬一 会員 
 

 12     役員会開催報告   「3 月歴史講座」のお知らせ 
 

 
 
 

 

           ₴ǵ  

ǞǋϷֵǶ ǲ  
          ˹₴Ƕ ǯǞǭǵƼẏ ƽǶǉȑȅǢȚ 

 

天皇陛下が本年４月３０日に退位され、皇太子さまが翌５月１日に即位される こと  

 がすでに決まっていますが、新しい元号は即位１か月前の４月１日に発表されること  

 になりました。果たしてどんな元号になるのか国民は期待をもって注目しています。  

 
                   ◎  

 即位と同時に、天皇誕生日は新天皇になられる皇太子さまの誕生日２月２３日に移  

ります。今年２０１９年は即位前のため天皇誕生日がない年となります。  

 

  上皇となられる今の天皇陛下の誕生日１２月２３日は、現状では平日となります。国民の祝 

 日とするには祝日法の改正が必要ですが、政府は「多様な論点があり、幅広い議論が必要」と 

 して慎重に検討する構えです。年間の祝日数がすでに計１６日に上っているほか、新天皇との 

「権威の二重化」を懸念する向きもあるからだということです。 
 
  昭和天皇の誕生日４月２９日は、亡くなった１９８９年（平成元年）に「みどりの日」とし 

 て祝日となり、２００７年（平成１９年）に「昭和の日」に改称されました。 

  明治天皇の誕生日１１月３日は、戦前は「明治節」という祝日でしたが、１９４８年（昭和 

 ２３年）に施行された祝日法によって、日本国憲法の公布を記念する「文化の日」となりまし 

た。大正天皇に関しては、昭和２年から２２年まで命日の１２月２５日が「先帝祭」として休 

日となっていましたが、今は平日です。 

  １２月２５日が休日となっていた上記の２１年間で、日本にクリスマスの習慣が広く普及・ 

 定着したとされています。 
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─ ╩ ⌡≡  

会員 丸山 塁 

 

和賀郡沢内村（現西和賀町沢内）には雫石貯木場を起点とする森林鉄道鶯宿線の「沢内延長線」とそ

こから分岐する「大杉（しぎ）沢線」 さらに他の路線と隔絶された離れ小島的路線の「湯ノ沢線」が

存在していたことが営林署の土木台帳で明らかになっている。【表―１】 

しかし、これらの路線に関する資料は、おそらく土木台帳以外に皆無と言っていい状況だ。 

沢内延長線が全線廃止されたのは今から69年前の昭和24年度。 

大杉沢線が全線廃止されたのは今から70年前の昭和23年度。 

湯ノ沢線が全線廃止されたのは今から57年前の昭和36年度。 

沢内延長線と大杉沢線については、これまでに現地調査を行ったものの何ら痕跡を確認できていない。 

理由として、地形的に緩やかな場所を通っていたため、擁壁や橋梁などにコンクリート構造物を必要

としなかったこと、台帳上も軌道の位置づけで低規格な路線であったことが推察される。 

痕跡が分からなければ地元で聞き取り調査するしかないが、沢内延長線を記憶している人とな

れ ば 現 在 

80才 以 上 

の方となる 

ので、かな 

り状況は厳 

しい。 

そんな状 

況の中、幸 

運にも恵ま 

れ、50代、 

79才 、 89 

才、90才の 

計4名から 

間接的なも 

のも含め聞き取り調査（平成30年11月18,23日）を行うことができた。 

そこから浮かび上がってきた沢内延長線の軌跡をここにまとめる。 

 

 ─ │≥↓⌂─⅛  

土木台帳によれば沢内延長線の終点は小杉（しぎ）沢 

落合となっている。 

近代化遺産国有林森林鉄道全データ東北編に掲載さ 

れた地図では県道１号線から新山に向かうＴ字路の脇 

で線が途絶えており、つまりそこが小杉沢落合を意味す 

ることになる。 

ちなみに、小杉沢と和賀川（横川）の合流点を地元ではオッチャ（落合）と呼ぶ。 

しかし、実際の線路は和賀川（横川）沿いを通っていて、現在アンテナ施設がある付近の盛

【写真- １】新山付近に残る軌道跡 

 会員寄稿文（Ⅰ）                            
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土がその名残だそうで線路跡の貴重な痕跡だ。【写真－１】 

線路と民家の間に広がる農地部分は、かつて貯木場として利用され、廃止後もしばらくは木材が残

されていたそうだ。 

ここで重要なのは、線路の終点は小杉沢落合ではなかったという事実だ。 

 

 ╕╓╤⇔─  

沢内延長線は新山の貯木場から南へは延びず、湯ノ沢線と線路で結ばれることはなかったが、現

在アンテナ施設がある付近の盛土を直線的に進み、その延長線上で和賀川（横川）を木橋で斜めに渡

り、小杉沢を5～6ｋｍ遡上した。この路線は台帳に全く記載がないので、便宜上「小杉沢線」と呼ぶ。 

小杉沢には出戸（入口）と奥の2ヶ所に営林署の事務所があった。 

小杉沢線にガソリン機関車が使用されるようになったのは大杉沢線より後で、最初は牛がトロッコ

を引いていた。ちなみに大杉沢線では牛は使われなかったそうだ。 

小杉沢は奥行きが深く、大杉沢のさらに奥まで回り込むような沢で、しかも勾配が緩い。 

和賀川（横川）を渡る軌道の木橋は厚い板が渡されており、牛も人も渡った。 

この橋以外には、オサゴ橋【参考写真】しかなかった。 

オサゴ橋は橋脚も手すりもない、梯子を横にしたような橋

で渡ると揺れ、炭俵を背負って平気で渡れる土地の人々のた

めに作られたもの※１で、当時村内では各地で見られ、軌道

の橋の方が立派だった。 

オサゴ橋は大水ですぐ流されるので、学校の先生も大 

雨が降ると「（オサゴ橋が流されて帰れなくなるから） 

早く家さ行け」と言い、勉強が嫌いな子どもたちは喜んだ。 

軌道の木橋にはコンクリートの基礎などもなかったので、痕跡は全く残っていない。 

 

 ≤ ≤ ₁─ ╠⇔ 

名前に反して、大杉沢線と小杉沢線ともに伐り出され

る木材はブナとナラなどの広葉樹で良材がたくさんあ

った。鋸で伐採し、良いところ（伐採した木は目的の長さに

合わせ更に鋸で伐られ、直径が太い根元側から一番玉と呼び、

これが最も価値が高い。）だけトロッコで長橋（インクライ

ン）まで運び、それ以外の先木（うらき）はその場で炭焼き

した。 

炭焼の人は秋田から来て、単身で来て沢内の女性と結婚す

る人もあれば、家族でやってくる人もいた。 

窯は土窯の大きなもので、25俵／窯で月3回転させ、焼くのは基本的に１人でやった。そんな人達も

あり、大杉沢の出戸には川舟小学校若畑分校ができ、最盛期には78人の生徒で賑わった。学校跡地は

今は創作館になっており、地元で盛んな蔓細工が行われている。 

また、当時はミズやフキも主食で、軌道沿いにもたくさん生えた。 

※１ 森口多里著 日本の民俗「岩手」から引用

【写真- ２】沢内延長線の機関車（インクライ
ン終点にて） 

 

【参考写真】オサゴ橋（胆沢町）※1 
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採れる時期は限られるけれど貴重な保存食になるので、山の奥まで入って命一杯収穫した。 

帰りはトロッコに荷物を載せてもらったりしたので、予めそれを見越してか命一杯収穫した。 

 

 ─  

沢内延長線には雫石営林署からガソリン機関車をトラッ  

クで運んで使用した。【写真－３】 

雫石町内ではトロッコの連結は10両編成を基本として

いたが、沢内延長線では3両ぐらいの連結だったようで、お

そらくインクライン終点のトロッコ付替えスペース的にそれが

限界だったものと推察される。 

沢内村北部の長橋地区では長橋天然スギの輸送が最大の 

使命であったはずであるが、南部の大杉沢、小杉沢地区ではブナやナラなどの広葉樹を輸送した。 

そして時に住民が乗ることもあり、黄疸になった小学生が両親とともにトロッコに乗り、雫石を経

由して盛岡の病院まで行き治してもらったこともあった。また、鶯宿温泉までトロッコで湯治に行っ

た人もいる。 

これらの背景には線路の草取りや保線作業に地元住民が携わったことも影響しているかもしれない。 

大志田には営林署の事務所があり、草取りや保線作業の際にはそこに地域の人達を集めて行わせた。

大人にとっては当時この辺りでは唯一の金取り（労働奉仕ではなく金銭で対価を得る機会）だった。

一方で子供にとっては、線路に耳を当てて、遠くから機関車が近付いて来る音を聞いて遊ぶのが楽し

かったようだ。 

 

 ─  

沢内村内の森林鉄道の痕跡は、線路の廃止とともに、強制的かどうかは分からないが土地が地主に

買い戻しされ、田んぼや畑になったり、植林されたり、河川改修や堤防の嵩上げなどでことごとく壊

され、ほとんど残っていないのが実情のようだ。 

雫石町内では森林鉄道敷地が今でも国有地として管理されている場所が少なくなく、そのような場

所では廃止から半世紀以上経過した現在でも、当時の雰囲 

気を感じ取ることができるが、土地が買い戻しされること自体、 

地形的影響が関係しているのかもしれない。 

そんな沢内村内の森林鉄道の痕跡を労せず確認できる場所が１ 

箇所ある。 

それは県道１号線沿いにある貝沢地区砂防公園トイレ裏側の敷 

地だ。この場所は旧版地形図で沢内延長線が通っていた場所に当 

り、敷地の杭に１本だけ森林鉄道のレールが使われている。 

利用法はともかく、レールは貴重であるとともに場所が場所だ 

けに、沢内延長線の痕跡としてこれまでのところ最も貴重な存在 

といえるだろう。【写真－４】 

 

写真２，３は雫石営林署で森林鉄道機関車の運転手を務めた高橋健二氏のアルバムより引用。写真１，４は筆者撮影 

 

【写真- ３】沢内延長線へ機関車の輸送 

 

【写真- ４】砂防公園トイレ裏に
あるレール 
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 会員寄稿文（Ⅱ）                            
 

     Ᵽ
Ǒ ǯ ȑ

☻
Ȇ ȋ ǖ

 ᾶֳ̲ ǵṓș  
       ↄ─ ─ ⌐└∫∕╡≤ 

 
̝ᴣ     ʝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年 9 月のお彼岸のある日、我が家の菩提寺である下町 

永昌寺（通称下寺（しもてら））の墓地で、偶然藩政時代の 

雫石御鳥見役であった荒屋何右衛門（あらや なにえもん） 

の墓石を見つけた。この日、墓掃除に行き、家に戻ろうと 

車で墓地の奥にあるロータリーを回りきったところで欅の 

巨木の枝の間からの一筋の木漏れ日が車の前方の古い墓石 

を照らした。瞬間的に墓碑の側面に刻まれた「荒屋何…」 

【永昌寺】        の文字は読めたが、その下の文字は細かくて判然としない。 

もしや、と思い車を止めてその墓石を確認したところ、 

なんと、そこにははっきりと「荒屋何右衛門」と名前が刻 

まれているではないか。かねてから雫石町史をみて覚えて 

いたƼ Ᵽ ☻ƽǯǋǍ☻ Ǯ ̈ ǵ ῎  

ṲǮǉǪǦ ᾶֳ̲ ǵṓǓǚǚǲǉǪǦǵǧƳ 

                    ǀֳǵШ ǁ 

よく見ると「慶應二年 六月十一日」と没年月日らしき 

  文字が刻まれている。ちょうど史談会で１５０年記年行事 

  に取り組んでいた「戊辰戦争」の起こる２年前だ。 

この偶然に興奮した私は急ぎ自宅に帰り、所蔵している 

幕末の雫石の町並みを書き上げた「慶應絵圖 雫石通雫石  

村雫石甼書上絵圖面」〔慶應二年書上 慶應四年作圖〕の写 

し（町歴史民俗資料館展示資料の複写）を広げてみた。まず 

下寺の周辺を見る。「あった！」。永昌寺の東側（盛岡寄り） 

にある雫石八幡宮別当の古舘嘉右衛門家へ入る通路の西隣 

の屋敷地に〔雫石 御鳥見 荒屋何右衛門〕の名があった。 

それまで何度も見ていたはずの絵図面であったが、なぜか今までは目に入らなかったようだ。 
 

現在、永昌寺近くに「何右衛門」と同姓の「荒屋家」がある。現在の世帯主は荒屋義通氏 

（元町消防団幹部・故荒屋一男さんの長男）だ。義通氏にこの墓のことを尋ねてみると「由緒 

はわからないが、我が家では以前から毎年お盆にはお花を上げて拝んでいる。」と答えてくれ 

た。荒屋家の屋号は「源八（げんぱ）」であり、前述の慶應絵図の現在地に「無高山本領源八」 

の屋敷地が書上げられている。 
 
 
 
 

 ̈Ʋ ǲ ǵ☻˲ǮǉȒƼⱣ ☻ƽǓ˘˲ ǜȓǭ 

ǋǦƳ₫ ̈ǲ ǲ ᷀ǞǭǋǦⱣ ☻ǵʝ˲Ʋ ᾶֳ̲  

ǵṓ ș Ʋʤ ǵ ᾌǮθ ǫǘǦƳ 

 ǋǪǦǋƼⱣ ☻ƽǯǶǰǵȏǍǱ ҵǵ☻˲ǧǪǦǵǒƲ  

ֲǱǰ Ϸ ǲȏǪǭ ȀǭȆǦƳ ˗ǵ╠ ȉǉȑ  

 

 

Ὼῑǵṓ ǶǒǱȑ ӓǞ 

ǭǋǭ ǵ ἬǶѨ ʥ Ƴ 

ֳ ǲǶ ᾶֳ̲ ὑ 

₴˜Ӧˉ  ǯǉȒƳ 
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 ─ ≢│⁸ ─ │⁸ ─₈ ₉≤↕╣≡™╢⁹ 
 

 

 雫石町教委刊行「雫石の旧家」６Ｐに次の記載がある。 
 

      ……元 ˘ 1689 ₴ǒȐ Ᵽ ☻Ǯ 

ǉǪǦ ᾶ ǵѝὤǮƲ ѼȅǮǶњǱǰǓ ǪǭǋǦǯǋǍƳ 
 

 ※）筆者関 注 ―― 荒屋某氏とあるのは、上記資料の著作者が「何右衛門」 

とい表記が本名ではなく「一字不明」の〇（何？）右衛門、とでも解釈 

したのではないかと思われる。 ǋǱǖƼֳ̲ ƽǓ  ǮǉȒƳ׀

雫石町史にも同様の記載があるので注意。 
 

    

「御鳥
お と り

見役
み や く

」とはどんな仕事か 

   雫石町史Ⅰでは、お鳥見役について、次のように説明して 

いる。 

   ǮǶⱣ ȑ ǵ ȋ ǵ ǵ ș ǯǞǭ 

ǵ‹ǵ Ʋͪ ǲƲȅǦ ὑǵ Ʋ ᷂ ș ὑǞǭ 

Ǥǵͪ ǲҟȈǦƳǚǵȏǍǱ ǵͪ Ʋ ǵ̑ǲ►Ǧ 

ǪǦǵǓⱣ ☻ǮǉȒƳ 

 

 

 

 

 

   雫石通に居住して、御鳥見役を勤めた家は二軒 

   元禄 2（1689）年から元文 5（1740）年までの 51 年間にかけて荒屋家が二代にわ 

たって御鳥見役を勤め、御鳥見役としては最高の五駄二人扶持（ごだににんぶち）〔米三斗七 

升入り、二十二俵（１.１５５㎏）〕を受けていた。 

   その後も荒屋家が代々この扶持を受け雫石に居住しているが、身帯帳には御鳥見役の役名が 

  付いていない。 

   同じく五駄二人扶持で、元雫石町長高橋精造氏の本家が代々御鳥見役を勤めている。 

   後年、この御鳥見役の役目も次第に広くなり、文政７（1824）年には、藩の御用人より街道 

  並木の警衛を指示されている。 

   また、弘化 4（1847）年には私有地の木の伐採にあたり官山との境のもめ事があり、その処 

理について荒屋何右衛門と髙橋喜代見の連名で、御用人宛の書面が出されている。このことか 

ら山林保護の面も役目の一つとなっていたと考えられる。 
 

雫石町史の享和３（1803）年の「雫石通代官所勤務の役人」の名簿には、 

  Ᵽ ☻  ˀʯ  ᾶ ˀҞ の名が見える。 

  同じく文政 6（1823）年の同資料では 

    Ᵽ ☻  ˀʯ  ᾶ ˀҞ の名が続けて見える。 

  続く天保 6（1835）年の同資料には 

    Ᵽ ☻  ˀҞ  ᾶ ˀҞ とあり、高橋家で代変わりしている。 
 

  
 

 

（参考） ȑ ǵ ǵ ȋ ǶƼ Ә ǦǒǞȎǍ ƽ 

ǯǋǍᾐ ὤǓҵȈǦƳ彼らが集団で住んだ街区を盛岡城下で 

は「鷹匠小路」と呼び、盛岡市内には今もその地名が残っている。 
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 ꜠ǱǓȐ ֲǮǶƲƼⱣ ☻ƽǵ Ƕ̊ʣǮ ȖǪǭǋȒƳ 
  

ǋȅ Ϸǲ 2012 ₳ 24 ₴ 5 3 ̂ǵ ῎ȽȢɞȷ 2 ǲ ǜȓǦƼ ῎ӳ 

☻ǵὕϑŪƽǯǋǍ ˗ǓǉȒƳ ǵ◑ Џ ǵ ᶽֲ Ǯ◑ ᷂ 

Кǵ ὤǮƼ ῎ӳ ǵ ☻ǲ ͜ǠȒ Ǔ ǫǒǪǦƽǯǋǍКὦǮǉȒƳ  

КὦǓ 3ᶥǲѝǘǭ ǜȓǭǋȒƳ 

 調査と分析を行ったのは、彦部公民館長の八重嶋 勲さんと近世こもんじょ館主宰の工 

藤利悦さんだ。彦部地区内の旧家上田家の文書を調べた。盛岡藩内の鳥見役に関するもの 

であり雫石の場合と共通すところが多いようなので ˗ș╠ Ǟ֓ ǲǜǢǭǋǦǧǖƳ 

                  ◆ 

 鳥見役とは朝廷や幕府に献上する野鳥を管理する役職。藩の重役である御用人が直轄す 

る職務だった。 

 基本的には世襲ではないが新規採用の形を取って上田家では代々の当主が務めている。 

 （※筆者注…雫石通りでも、歴代の髙橋家と荒屋家が務めており、共通していそうだ。） 

 御用人は家老、御側頭（おそばがしら）に次ぐ役職。御用人直轄の職務に置かれた理由 

は、献上に関係して朝廷や幕府の担当者と連絡を取り合う必要があるため重役の役目にな 

っていたとのこと。 

     ǠȒ șǒǥǏǭ Ᵽ ˲ǲḸף 

 一般的に知られる業務は飛来する野鳥を数え盛岡城の御用人に報告すること。紫波郡や 

岩手郡の鳥見役は盛岡城の御用人に日報を届け、遠隔地の場合は数日おきに報告していた。 

このほか野鳥が飛来する堤や池などの管理と環境保全。これに加えて「野回り」といって 

堤の改修に必要な資材を確保するため山林を見回 

りする仕事もあった。 

 紫波郡の場合、記録上で寛永年間（1624～44） 

には「鳥見役」が見えるが工藤さんは「寛政年間 

以前から献上しているはずで、南部家や幕府の記 

録にないということだけ。どこまでさかのぼれる 

かわからない。」と話す。 

 （※筆者注…雫石通の場合は、元禄 2（1689） 

年から御鳥見役の名前の記録がある。）     （今は無い） 
 

ἧǵƼ׀    ƽȉ ᷂ǲ 

 盛岡藩内の鳥見役は安政 2（1856）年の記録では 15 人。うち盛岡地域では日詰・長岡通 

に各 3 人、向中野・見前通に 2 人など各地に配置されていた。藩政時代には村々に数多くの 

ため池が存在した。（※筆者注… ǮǶ׀ἧǵ ǵק Ǔ ȐȓǭǋȒƳ 

 

                    雫石の桜沼はかなり大きい沼だったが、昭和 47 

年の構造改善事業の開田工事と乾燥化によりほと 

んどが埋まってしまった。                   

 

                        地図は終戦直後の昭和 22 年頃の作成。 

                         沼の北側に「桜沼神社」が鳥居の記 

                         号で示されている。桜沼神社は上町 

                         の三社座神社に合祀されて今はない。 

                         かつての境内地には個人の住宅が 

建っている。 

 

 ǲǶ Ǔ ȅȒƳ鳥見役が配置されている地域では大小の規模にかかわらず管理下に 
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置かれ、南部家の家紋になっている鶴をはじめ毎年欠かさず献上していた。 

 工藤さんは「鶴の場合は一番鳥は南部家が朝廷に献上。二番鳥は伊達藩が献上するという 

取り決めが古い時代からあった。鳥を輸送する時には足軽が何日で運ぶという規程もあった。 

 最初は場所を決めて捕獲させていたが、飛来数の減少に伴い飼育するようになり、それで 

もできなくなって松前藩から購入した記録もある。」と野鳥を藩が管理するようになった経緯 

を説明する。 

   ʣ Ǳǰǵ ȉ ὑ 

 移動（輸送）日数は献上品によって異なり、白鳥と鶴は 6 日、キジが 8 日、鷹が 15 日。 

魚はサケとタラが 6 日、山芋や片栗が各 13 日間などと決められていて、各藩では領内の名 

産品を定期的に献上していた。」 

                       ̊ʣƲ╠ Ȗȑ  

 

 

   ǀ֓ ǁⱣ ☻ ᾶֳ̲ ǵᾶ ̬ ᶫ 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

「慶應絵圖 雫石通雫石 村雫石甼書上絵圖面」〔慶應二年書上 慶應四年作圖〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ƼⱣ ☻ƽƳ ǔǱȓǱǋ ǧǪǦǒȉǞȓȅǢȚƳ˹ᶥǵ ǮǉȒ ↓Ǜ 

ǋǦǧǘǦǒǯדǋȅǠƳ ǵ ᾶǜȚǯ ǜȚ ǶƲƼЏϡǵϡ ʣƽǯ 

Ƽ ṑͪЋƽǵʰ Ǯ ǱǑ☻ ș ǦǞǭǋǦȏǍǮǠƳ 

「環境保全」では、鳥などの生態系が気候はもちろん、河川、湖沼から山林の状況 

と密接な関連があることを早くから見抜き、毎年の経験の積み重ねを基に対策を怠り 

なく採っていた藩政時代の優れた行政システムを見ることができます。 

 ǢǪǒǖ ǫǘǦƼ ᾶֳ̲ ǜȚǵǑṓƽǲǫǋǭƲ ᾌ ȋ ᷀ǵ ᾶ  

ǵǛӲҘșǋǦǧǋǭȉǍᾜǞ ȀǭȆǦǋǯדǪǭǋȅǠƳ 

 

 舘坂【秋田街道】 

孫助坂 

雫石八幡宮 

右→  代官所 

荒屋家 屋敷 
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 ⅛╠  

       ─  
 
 1     6 5 9 30 11 30  ꜞⱢכ◘ꜟ  

    定例総会の結果について、史跡（一里塚）清掃奉仕活動結果 

    第 1 回歴史サロン開催案、第 1 回町民郷土史教室「西山地区」実施案、2018しずく 

いし少少女歴史教室計画案、第 23回秋田北浦史談会との交歓会計画案、第 3 回国見・仙 

岩峠を歩く会計画案、第 2 回町民郷土史教室「円満造彫刻を訪ねて」計画案、戊辰戦争 

150年記念行事のふるさと文化基金補助申請について 
 

 2     8 5 9 30 11 30   

    北浦史談会交歓会結果について、史跡草刈り奉仕活動結果、各種事業結果について 

    第 2 回町民郷土史教室「円満造彫刻を訪ねて」、戊辰戦争 150年記念事業の実施計画に

ついて 
 

3    11 17 9 30 11 30   

    第 2 回町民郷土史教室「円満造彫刻を訪ねて」結果、戊辰戦争 150年記念行事開催結 

果、史跡草刈り奉仕活動結果、たんたんの森教育研修活動結果、少年少女歴史教室の 

開催状況について、当会ＨＰの閲覧者急増について 

    第 25回会員自主研究成果発表会開催について、平成 31年新春懇話会開催について 

      30 年度 3 月期 公開歴史講座の開催について 
 

    ─ ─↔     

  ； 31 年 2 （土）14：00～16：00  ḹ ；中央公民館・大会議室 

  Ʉɶɜ    Ḝ ǯǶƲǰȚǱḜǧǪǦǵǒ  
 

     ʝ   Ḝ ל ǲǫǋǭ 
           説明者； 雫石町埋蔵文化財発掘調査員（当時） 

 Ẑ   

 ˹ᶥ Ỗᴣ̝ǵǛӲҘǲȏȑƲ˹₴ 5 6 ǲ ỖǓ
ל ș ǪǦ Ḝ ǵ ǲǫǋǭШ Ǜǖᾜ Ǯ

ǠǓїᶽᴜȉЏ ǵ ǲḨǬǔ șǞǭǋǦǧǔȅǠƳ 
 

     ˘   ῑ ɵ ק ǵʴʫḜ ǲǫǋǭ 

           講 師； 盛岡市遺跡の学び館文化財副主幹 

                   Ὑ    
いつ、だれが何の目的で築いたのか、謎の多い「雫（滴）石城」。 

吉川弘文館発行『東北の名城を歩く』（北東北編・南東北編）の 

編著者として「雫石城」を担当した講師室野氏が、中世における 

雫石郷周辺の情勢をもとに「雫石城」の実態に迫ります。 
 

  Њḹ    ̝ᴣǶ Ƴʝ Ƕ ̈ ǯǞǭ► 200ЛșǋǦǧǔȅǠƳ 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

◆№≤⅜⅝… ₴ǑȈǮǯǍǛǝǋȅǠƳ ǵᾜǱǋ ȐǞȋǠǋ ǮǠǴƳ˹ֵǵ 

̝ᴣὫ Ƕ 2 ǧǘǮǞǦƳ ᶥǲ ♅ǞȅǠƳ19 ǵ̝ᴣ ʺ ̝ǵ ǯǯȉǲ 

Ǒ ǞȆǖǧǜǋƳ₲ ǵƼ ƽǶ ǵȢɟɶȶǓǉȑȅǠǓƲὕǶ ǞǱȋǒǜ ȉǉ 

ȖǢ ǪǭǋȒǯǒƳ̲˗ȉĝ Ğǵқל șⱲǓǘǭ ȐǞǭǋǔǦǋǯדǋȅǠƳ  


